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現
在
、
成
田
市
内
に
は
鉄
道
の
駅
が
い
く
つ

あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｊ
Ｒ
成
田
線
に
は
成
田
駅
、
下
総
松
崎
駅
、

久
住
駅
、
空
港
第
２
ビ
ル
駅
、
成
田
空
港
駅
の

５
駅
。
京
成
線
に
は
京
成
成
田
駅
、
公
津
の
杜

駅
、
東
成
田
駅
、
空
港
第
２
ビ
ル
駅
、
京
成
成

田
空
港
駅
の
５
駅
で
計
10
駅
で
す
。

３
月
27
日
、
合
併
に
よ
っ
て
新
た
に
成
田
市

の
11
番
目
の
駅
と
な
る
滑
河
駅
は
、
今
か
ら
１

０
８
年
前
の
明
治
30
年
12
月
29
日
に
開
業
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
・
久
住
駅（
明
治
30

年
１
月
19
日
開
業
）に
次
ぐ
古
さ
で
す
。

駅
舎
は
、
大
正
９
年
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
後

民
営
化
を
経
て
Ｊ
Ｒ
成
田
線
と
な
っ
た
現
在
ま

で
、
町
の
表
玄
関
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
以
来
84
年
間
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
し
の
２
月
11

日
、
新
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
駅
舎
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
多
目
的
室
や
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
人
に
優
し
い
設
計
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
前
道
路
や
屋
根

付
き
駐
輪
場
も
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
駅
周
辺
が

大
変
明
る
く
近
代
的
に
な
り
ま
し
た
。

昭和50年代に入ると自動車の普及に
より、年々利用客が減少し町の顔であ
る滑河駅が危機に直面しました。当時
の国鉄が経営合理化を図っているとこ
ろでした。そこで、駅が民間委託や無
人化になることを避けようと企画され
たのが「お座敷列車」の運行でした。
第1回は、昭和55年の「善光寺まいり」

で、多くの町民が参加しました。
この町民号「お座敷列車の旅」は、
町からJRに企画が移行されまし
たが、現在も継続され、今年は
伊豆堂ヶ島への旅でした。町民
や周辺地域の人々が参加し、中
には年中行事として楽しみにし
ている人もいるほどです。 第1回の町民号「お座敷列車の旅」

人に優しい設計の新駅舎

新しくなった駅に
電車が到着

84年間町の移り変わりを見守った旧滑河駅舎

国鉄時代の駅のプレート
（下総町立歴史民俗資料
館所蔵）

Ｊ
Ｒ
滑
河
駅 



大
栄
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
横
断
す
る
東
関
東
自
動

車
道
の
成
田
―
大
栄
間
の
開
通
は
、
昭
和
60
年
２

月
の
こ
と
で
し
た
。

東
関
東
自
動
車
道
の
下
り
線
、
大
栄
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
店
内
に
、「
大
栄
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
）周
辺
ガ
イ
ド
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ド
ラ
イ
ブ

の
途
中
で
休
憩
や
食
事
に
訪
れ
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
、
大
栄
町
や

周
辺
地
域
の
観
光
・
歴
史
な
ど
の
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
周
辺
ガ
イ
ド
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
、「
伊
能
の
お
あ
そ
び
」

「
奈
土
の
お
び
し
ゃ
」を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
行
事
、
主

要
な
施
設
、
町
内
の
季
節
ご
と
の
観
光
情
報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
は
大
栄
町
の
内
容
を
中
心
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
成
田
地
域
、
下
総
地
域
も
あ
わ
せ
て
紹
介
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
田
、
下
総
、
大
栄
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自

然
や
文
化
な
ど
を
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
を
、
食
堂
に
設
置
し

た
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
で

映
し
出
し
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
新
成
田

市
の
紹
介
が
で
き

る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
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成田 
国際空港 

●日時＝12月20日（火）午後7時ごろから
●場所＝桜田熊野権現神社（大栄町立桜田小学校向かい）、JR成
田駅から車で約35分
●問い合わせ先＝大栄町役場企画財政課（10478-73-8062）

毎年12月中旬、卯の日にあわせて開催される桜田熊野神社の
秋祭りの前夜に行われる夜祭りです。
この祭りの由来は、桜田地区を流れる川に住むカッパの害か
ら逃れるための神事として始められたといわれています。
薪
たきぎ

を集めるなどの準備は子どもたちの手で進められます。焚
き火の間をくぐると風邪を引かないといわれ、祭りになると
赤々と燃える炎の中を元気よく駆け抜けます。

国道51号 

桜田小学校 

● JAかとり 
大栄支店 

東関東自動車道 
大栄IC

←成田 

佐原→ 

文 

桜田 
熊野神社 火の粉が舞う中

元気よく駆け抜
ける子どもたち
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東
関
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大
栄
パ
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グ
エ
リ
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P

東関道下り線大栄パーキングエリア

設
置
さ
れ
た
大
栄
Ｉ
Ｃ
周
辺
ガ
イ
ド


